


は

じ

め

に
養
老
町
立
笠
郷
小
学
校
長

安

田

弘

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
笠
郷
」
は
、
美
し
く
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
人
情
の
厚
い
土
地
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
東
西
文
化
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
の
祖
先
は
、
数
多
く

の
貴
重
な
出
来
事
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
多
く
の

「
い
し
ぶ
み
」
を
残
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
、
「
い
し
ぶ
み
」
か
ら
祖
先
の
願

い
や
出
来
事
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
こ
と
は

私
た
ち
の
生
活
を
、
一
層
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
も
の
に

し
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
文
化
的
な
財
産
を

保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
願
い
を
も
っ
て
こ
の
小
冊
子
を
編
集

し
ま
し
た
。

な
お
こ
の
冊
子
と
先
般
刊
行
し
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と

笠
郷
」
と
合
わ
せ
て
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

よ
り
「
笠
郷
」
を
知
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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I．笠郷地区内のいしぶみ
番号 所在 地 名 称

1 船 附 道 案 内 の お 地 蔵 様

2 船 附 港 址 の 碑

3 牛 馬 頭 観 音 像

4 藤 井 実 応 歌 碑

5 芭 蕉 句 碑

6 金 刀 比 羅 常 夜 燈

7 谷 家 の 句 碑

8 学校 周辺 笠 郷 中 学 校 跡 碑

9 笠 郷 小 学 校 健 康 の 碑

10
学 校 の 教 育 目 標
「や りぬ く子」 ・校 歌 碑

11 野 口 博 士 像 と 忍 耐 碑

12 笠 郷 幼 稚 園 園 歌 碑

13 整 地 碑 ・埋 立 記 念 碑

14 忠 魂 碑

15 養 老 町　 民 憲 章 の 碑

16 栗 笠 宮 戸 皆 遵 紀 恩 碑

番号 所在地 名 称

17 栗 笠 栗 笠 湊 址 の 碑

18 九 里 半 街 道 標 柱 碑

19 白 山 ・貴 船 神 社 址 碑

20 福 地 神 社 御 旧 址 碑

21 上 之 郷 中 村 塚

22 川 口 銀 蔵 翁 像

23 下 笠 野 崎 の 忠 魂 碑

24 新 道 記 念 碑

25 多 藝 輪 中 洪 水 水 位 碑

26 馬 頭 観 音 碑

27 下 笠 代 官 所 址 碑

28 希 望 の 道 碑

29 東部 中学校校歌碑 ・校訓碑

30 市 場 千 軒 の 霊 碑

31 伊 藤 重 松 翁 像

32 道 祖 神 ・馬 頭 観 音 像

Ⅱ．笠郷地区外で地域に関係するいしぶみ

番号 所在地 名 称

1 池辺小坪 五 三 落 江 閘 門 の 銘 板

2 養老公園 高 橋 千 里 顕 彰 碑

番号 所在地 名 称

3 春老公園 旭 松 庵 静 和 坊 句 碑

4 養老公園 渋 谷 代 衛 翁 紀 功 碑
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I
　
笠
郷
地
区
の
い
し
ぶ
み

一
、
道
案
内
の
お
地
蔵
様

場
所
　
元
屋
敷
の
児
童
公
園
内
西
隅

建
立
　
時
代
不
詳

※
光
背
つ
き
お
地
蔵
様
に
は
左
養
老
・
高
田
、
右
大
垣
・

竹
ケ
鼻
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
牧
田
川
改
修
（
昭
和
十
四

年
着
工
の
船
附
付
近
の
新
川
付
け
替
え
）
に
と
も
な
い
、
横

曽
根
橋
の
た
も
と
に
あ
っ
て
旅
人
の
安
全
と
道
案
内
を
兼

ね
て
い
ま
し
た
が
現
表
地
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

※
光
背
と
は
仏
像
の
後
に
つ
け
る
光
明
を
表
わ
す
金
色
の
輪
、

俗
に
後
光
と
い
う
。

二
、
船
附
港
址
の
碑

場
所
　
旧
の
牧
田
川
堤
防
が
国
道
二
五

八
号
線
と
交
わ
る
所

建
立
　
平
成
七
年

中
世
末
期
か
ら
江
戸
末
期
ま
で
お
よ
そ
三
百
年
に
わ
た

っ
て
繁
栄
し
た
濃
州
三
湊
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
船
附
湊
は
、
こ

の
地
点
か
ら
北
方
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
流
、
牧
田
川
右

岸
の
港
と
い
う
小
字
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
湊
と

あ

さ

づ

ま

※
朝
妻
湊
と
結
ぶ

九
里
半
街
道
の
起

点
で
も
あ
り
、
伊

勢
湾
と
日
本
海
を

つ
な
ぐ
物
資
流
通

の
大
変
重
要
な
港

で
あ
り
ま
し
た
。

※
朝
妻
は
現
在
の
滋
賀
県
米
原
町
。
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三
、
牛
馬
頭
観
音
像

場
所
　
旧
牧
田
川
堤
防
が
二
五
八
号
線

と
交
わ
る
あ
た
り

建
立
　
時
代
不
詳

顔
が
三
つ
、
手
が
八
本
で
頭
部
に
馬
の
頭
を
飾
っ
た
、
馬

の
守
護
神
と
し
て
江
戸
時
代
に
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

台
座
に
馬
頭
観
音
と
並
ん
で
牛
頭
天
王
と
彫
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
像
は
元
屋
敷
に
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
一

年
に
こ
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
七
月
に
お
祭
り
を
し
て
い

ま
す
。

四
、
藤
井
実
応
歌
碑

場
所
　
船
附
寺
屋
敷
地
内

藤
井
専
二
さ
ん
宅
（
生
誕
地
）

建
立
　
平
成
六
年

明
治
三
十
七
年
船
附
で
、
後
に
我
が
仏
教
界
の
最
長
老

に
ま
で
な
ら
れ
た
、
藤
井
実
応
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
四

年
、
九
十
三
歳
で
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。

浄
土
宗
総
本
山
知
恩

院
第
八
十
五
世
※
門
跡
。

全
日
本
仏
教
界
会
長

「
人
の
世
の
　
憂
き
悲
し

み
の
　
谷
底
を
　
静
か

に
照
ら
す
　
弥
陀
の
月

か
げ
」

※
門
跡
と
は
、
浄
土
真
宗
で
本
願
寺
、
ま
た
、
そ
の
管
長
の
称
。
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五

、

芭

蕉

句

碑

場
所
　
船
附
生
蓮
寺
境
内

建
立
　
明
治
三
十
六
年

明
治
の
頃
船
附
で
は
俳
句
の
好
き
な
人
が
沢
山
い
て
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。

生
蓮
寺
に
は
句
碑
が
数
基
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
最
近
有
名
な
芭
蕉
翁
の

「
今
日
ば
か
り
　
人
も
年
寄
れ
　
初
時
雨
」

の
句
碑
が
再
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

六
、
金
刀
比
羅
常
夜
燈

場
所
　
船
附
旧
堤
防
上
西
側

建
立
　
大
正
十
四
年

昭
和
五
十
一
年
移
転

船
附
は
濃
州
三
湊
の
一
つ
と
し
て
尾
張
藩
の
庇
護
を
受

け
て
江
戸
時
代
に
は
非
常
に
栄
え
て
い
ま
し
た
。

航
路
の
安
全
を
祈
っ
て
、
船
頭
の
守
り
神
で
あ
る
金
刀

比
羅
神
宮
の
立
派
な
常
夜
燈
が
湊
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
堤
防
改
修
工
事
で
現
在
地
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

―5―



七
、
谷
家
の
句
碑

場
所
　
船
附
中
屋
敷
谷
家
の
庭

建
立
　
明
治
三
十
六
年

船
附
郵
便
局
の
北
に
、
代
々
庄
屋
を
勤
め
た
谷
家
の
大

き
な
屋
敷
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
庭
の
南
西
角
に
谷

鉄
石
の
句
碑
が
あ
り
ま

す
。
明
治
の
頃
、
四
代
前

の
当
主
鉄
石
が
、
こ
の
地

の
同
士
を
集
め
て
俳
句

の
研
究
を
し
て
い
ま
し

た
。

「
か
げ
ろ
ふ
と
　
な
っ
て
の

ぼ
り
ぬ
　
※
宿
夕
の
雨
」

ー
鉄
石
ー

※
宿
夕
と
は
、
昨
夜
の
意
味
。

八
、
笠
郷
中
学
校
跡
碑

場
所
　
笠
郷
小
学
校
西
北
隅
体
育
館
北

建
立
　
昭
和
五
十
五
年

笠
郷
中
学
校
は
昭
和
二
十
二
年
五
月
学
校
教
育
法
が

公
布
さ
れ
、
六
三
制
が

実
施
さ
れ
る
に
と
も

な
っ
て
開
校
い
た
し
ま

し
た
。現

在
の
小
学
校
舎

の
場
所
に
木
造
一
階

建
て
赤
瓦
の
校
舎
が

建
っ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
五
十
五
年
三
月
に

閉
校
と
な
り
ま
し
た

が
、
体
育
館
と
プ
ー
ル

は
当
時
の
も
の
で
す
。
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九

、

健

康

の

碑

場
所
　
笠
郷
小
学
校
体
育
館
北

建
立
　
昭
和
五
十
二
年
一
月

昭
和
五
十
・
五
十
一
年
の
二
年
間
笠
郷
小
学
校
は
体

力
づ
く
り
研
究
の
文
部
省
指
定
を
受
け
て
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

二
年
目
に
当
た

る
五
十
一
年
に
そ

の
成
果
が
認
め
ら

れ
て
、
学
習
研
究

社
よ
り
学
研
教
育

賞
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
て
、

昭
和
五
十
二
年
に

健
康
の
碑
を
建
立

し
ま
し
た
。

十
、
学
校
数
育
目
標
「
や
り
ぬ
く
子
」
・
校
歌
碑

場
所
　
笠
郷
小
学
校
東
門

建
立
　
昭
和
五
十
四
年
・
平
成
六
年

や
り
ぬ
く
子
は
昭
和
四
十
年
に
定
め
ら
れ
た
学
校
の
教

育
目
標
で
伝
統
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
羊
の
姿
を

し
て
い
ま
す
が
、
未

年
の
昭
和
五
十
四

年
に
建
立
し
ま
し

た
。校

歌
碑
は
、
養
老

町
制
四
十
周
年
を

記
念
し
て
平
成
六

年
八
月
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
裏
に
は

学
校
の
沿
革
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
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十
一
、
野
口
英
世
像
と
忍
耐
の
碑

場
所
　
笠
郷
小
学
校
北
玄
関

建
立
　
昭
和
三
十
三
年

明
治
以
来
の
多
く
の
小
学
校
（
当
時
は
尋
常
小
学
校
、

戦
時
中
は
国
民
学
校
）
に
は
二
宮
尊
徳
の
像
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
笠
郷
小

学
校
に
も
三
十
年
代

初
め
頃
ま
で
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
破
損
し

た
た
め
そ
の
代
り
に
、

大
石
吉
六
と
い
う
人

が
、
野
口
博
士
の
よ

う
な
立
派
な
人
に
育

つ
よ
う
に
願
っ
て
、
忍

耐
の
碑
と
共
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

十
二
、
笠
郷
幼
稚
園
の
園
歌
碑

場
所
　
笠
郷
幼
稚
園
園
庭

建
立
　
平
成
六
年
八
月

笠
郷
幼
稚
園
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
幼
児
教
育
が

大
切
だ
」
と
い
う
地
域
の
願
い
か
ら
、
平
成
元
年
に
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
開
園
し
た
も
の
の
、
園
児
達
が
声
を
そ
ろ
え
て

唄
う
園
歌
が
な
か
っ
た
た

め
、
平
成
六
年
養
老
町
制

四
十
周
年
を
記
念
し
て

P
T
A
や
地
域
に
呼
び
か

け
を
し
た
結
果
、
当
時
の

保
護
者
で
あ
っ
た
松
岡
美

雪
さ
ん
の
詞
が
選
ば
れ
、

そ
し
て
江
口
邦
彦
さ
ん
が

そ
の
詞
に
作
曲
を
し
ま
し

た
。
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十
三
、
整
地
碑
・
埋
立
記
念
碑

場
所
　
笠
郷
公
民
館
前

建
立
　
整
地
碑
　
昭
和
四
十
五
年

埋
立
碑
　
昭
和
四
十
二
年

昭
和
三
十
四
年
の
二
度

に
わ
た
る
大
水
害
で
、
こ
の

地
方
の
田
畑
に
土
砂
が
た

ま
っ
て
お
米
が
作
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
昭
和
三
十
五
年

か
ら
救
農
土
木
事
業
と
し

て
工
事
が
行
わ
れ
、
田
畑
の

整
地
や
、
堀
田
の
埋
め
立
て

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
苦

労
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

ま
し
た
。

十

四

、

忠

魂

碑

場
所
　
笠
郷
公
民
館
敷
地
内
西
南
隅

建
立
　
昭
和
六
年
十
月

小
高
く
土
盛
り
し
た
上
に
建
ら
れ
て
い
る
約
五
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
の
忠
魂
碑
で
、
下
笠
輪
中
内
最
大
の
石
碑
で
す
。

昭
和
六
年
、
陸
軍
大
将
一
戸
兵
衛
書
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
日
露
戦
争
等
の
戦
没
者
の
慰
霊
碑
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
没
者
も
※
合
祀
さ
れ
て
い
て
春
に
慰

霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
合
祀
と
は
二
以
上
の
神
や
霊
を
合
わ
せ
ま
つ
る
こ
と
。
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十
五
、
町
民
憲
章
の
碑

場
所
　
笠
郷
公
民
館
前

建
立
　
平
成
六
年

養
老
町
民
憲
章
は
昭
和
四
十
八
年
に
輝
か
し
い
未
来
の

町
づ
く
り
め
ざ
し
て
、
心
豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
明
る
い

郷
土
「
養
老
」
を
築

き
あ
げ
て
い
く
た
め
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

前
文
と
三
つ
の
内

容
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。養

老
町
の
あ
ら
ゆ

る
会
合
や
会
議
の
前

に
は
、
朗
唱
を
し
て
実

践
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
町
制
四
十
周
年
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

十
六
、
宮
戸
皆
遵
紀
恩
碑

場
所
　
栗
笠
地
内
牧
田
川
堤
防
上

建
立
　
大
正
十
年

宮
戸
皆
遵
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
栗
笠
で
生
ま
れ

た
教
育
者
で
す
。
明
治
八
年
よ
り
小
学
校
※
訓
導
と
な
り
、

栗
笠
や
牧
田
村
の
小
学
校
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
が
裏
に
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
後
は
安
八
郡
で
校
長
を
勤
め
て
大
正

三
年
に
病
没
さ
れ
、
そ
の
遺
徳
を
偲
ん
で
有
志
の
者
が
建

立
し
ま
し
た
。

※
訓
導
と
は
現
在
の
教
諭
の
こ
と
。
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十
七
、
栗
笠
湊
址
の
碑

場
所
　
牧
田
川
堤
防
上
栗
笠
地
内

建
立
　
昭
和
三
十
七
年

横
曽
根
か
ら
烏
江
に
か
け
て
船
附
・
栗
笠
・
烏
江
の
三
つ

の
集
落
は
、
湊
町
と
し
て
栄
え
、
濃
州
三
湊
と
名
付
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

関
西
北
陸
へ
は
木
材
・
塩
・
米
・
磁
器
・
紙
等
が
、
尾
張
伊

勢
方
面
へ
は
菜
種
油
・
木
炭
・
綿
な
ど
が
運
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

十
八
、
九
里
半
街
道
標
柱

場
所
　
金
草
川
堤
防
と
県
道
が
分
か
れ

る
所

建
立
　
大
正
四
年

濃
州
三
湊
で
陸
揚
げ
さ
れ
た
荷
物
を
一
番
は
や
く
関

西
や
北
陸
へ
運
ぶ
に
は
琵
琶
湖
を
利
用
す
る
ル
ー
ト
で
し

た
。そ

こ
で
船
附
か
ら
牧

田
、
関
ケ
原
を
通
り
、

中
山
道
を
利
用
し
て

米
原
の
朝
妻
湊
に
至
る

距
離
が
※
九
里
半
あ
っ

た
の
で
九
里
半
街
道
と

よ
ば
れ
、
昔
は
大
そ
う

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

※
九
里
半
は
約
三
十
人
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
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十
九
、
白
山
・
貴
船
神
社
址
碑

場
所
　
白
山
は
栗
笠
地
内
堤
防
下

貴
船
は
栗
笠
台
団
地
の
東

建
立
　
貴
船
、
白
山
神
社
祉
共
に
昭
和

五
十
年

栗
笠
に
は
福
地
神
社
の
外
、
白
山
神
社
と
貴
船
神
社
も

あ
り
ま
し
た
。
二
社

と
も
創
建
年
代
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。

白
山
神
社
の
祭
神

は
白
山
比
咩
神
、
貴

船
神
社
の
祭
神
は
、

闇
龍
神
と
言
い
、
古

い
時
代
に
は
こ
の
附

近
一
帯
を
貴
船
郷

と
言
い
ま
し
た
。

二
十
、
福
地
神
社
御
旧
址
碑

場
所
　
福
地
神
社
の
南
約
六
百
メ
ー
ト
ル

建
立
　
昭
和
四
十
九
年

栗
笠
の
集
落
は
今
の
所
よ
り
ず
い
分
南
に
あ
り
ま
し
た

が
、
土
地
が
低
く
て
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
笠
輪
中
が
形
成
さ
れ
た
後
に
、
少
し
で
も
高
い
堤
防

の
近
く
に
集
落
が
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
福
地
神
社

も
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
現
在
の
所
へ
ご
※
遷
座
さ
れ

ま
し
た
。

※
遷
座
と
は
神
仏
の
座
を
ほ
か
へ
移
す
こ
と
。
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二
十
一
、
中
村
塚
碑

場
所
　
上
之
郷
の
北
東
（
田
の
中
）

建
立
　
時
代
不
詳

室
町
時
代
に
活
躍
し
た
赤
松
則
村
と
い
う
大
名
の
子

を
、
中
村
某
が
養

い
中
村
姓
と
改
め

た
の
が
中
村
家
の

は
じ
ま
り
で
す
。

こ
の
墓
地
に
は

刀
や
鎧
が
埋
め

ら
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
、
墓
地
を
掘

っ
た
り
木
を
切
っ

た
り
す
る
と
た
た

り
が
あ
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
二
、
川
口
銀
蔵
翁
像

場
所
　
小
倉
・
烏
江
・
大
垣
線
東
側

上
之
郷
地
内

建
立
　
昭
和
二
十
五
年

稲
の
束
を
持
っ
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
石
像
は
、
明
治
十
二
年

に
上
之
郷
村
に
生
ま
れ
た
川
口
銀
蔵
で
す
。

硫
安
と
い
う
肥
料
を
使
っ
た
り
、
こ
の
人
独
特
の
抜
術

を
研
究
し
て
お
米
つ
く
り
の
名
人
に
な
り
ま
し
た
。
遠
く
ま

で
出
か
け
て
、
お
米
づ
く
り
の
指
導
を
し
ま
し
た
。
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二
十
三
、
野
崎
の
忠
魂
碑

場
所
　
県
道
小
倉
・
烏
江
・
大
垣
線
東
側

野
崎
地
内

建
立
　
大
正
四
年

裏
の
碑
文
に
「
御
即
位
記
念
大
正
四
年
仲
秋
建
設
、
下

笠
青
年
会
野
崎
支
部
会
員
発
起
、
野
崎
組
中
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。

野
崎
で
は
日
露
戦
争
で
多
数
の
戦
死
者
が
出
た
の
で
、

そ
の
冥
福
を
祈
る
慰
霊
碑
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

支
那
事

変
、
太

平
洋
戦

争
も
合

祀
さ
れ

て

い

ま

す
。

二
十
四
、
新
道
記
念
碑

場
所
　
県
道
小
倉
・
烏
江
・
大
垣
線
東
側

野
崎
地
内

建
立
　
大
正
四
年

大
正
四
年
に
大
正
天
皇
の
ご
即
位
を
記
念
し
て
上
之

郷
と
下
笠
の
間
に
新
道
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
幅
二
間
、
長
さ

約
一
千
間
（
約
一
千
八
百
メ
ー
ト
ル
）
で
当
時
と
し
て
は
立

派
な
も
の
で
し
た
。
今
の
県
道
小
倉
・
烏
江
・
大
垣
線
の
一

部
と
な
っ
て
い
ま
す
が
改
修
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
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二
十
五
、
多
藝
輪
中
洪
水
水
位
碑

場
所
　
早
戸
神
社
境
内

建
立
　
昭
和
五
十
四
年
八
月

こ
の
碑
に
は
二
つ
の
横
線
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
三

十
四
年
八
月
十
三
日
と
九
月
二
十
七
日
の
二
度
に
渡
る

牧
田
川
決
潰
に
よ
る
洪
水
の
高
さ
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
碑
の
北
の
土
手
の
頂
上
が
、
旧
下
笠
輪
中
堤
唯
一

の
原
形
の
高
さ
と
言
わ
れ
ま
す
。

二
十
六
、
馬
頭
観
音
碑

場
所
　
下
笠
中
島
地
内
児
童
公
園
西
隅

建
立
　
昭
和
十
八
年

笠
郷
で
も
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
牛
馬
が
多
く
飼
わ

れ
て
農
耕
の
主
力
で
し
た
。

馬
頭
観
音
は
馬
の
守
護
神
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
広
く

信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
村
人
連
は
感
謝
と
供
養
の
気
持

ち
か
ら
、
自
然
石
に
馬
頭
観
音
と
刻
ん
だ
石
碑
を
集
落
の

は
ず
れ
等
に
建
て
ま
し
た
。
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二
十
七
、
下
笠
代
官
所
址
碑

場
所
　
素
戔
嗚
神
社
の
北

建
立
　
昭
和
六
十
一
年

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
東
江
下
に
代
官
所
が
置
か
れ

ま
し
た
。
代
々
石
原
清
左
衛
門
を
名
の
り
、
四
代
目
ま
で
の

八
十
四
年
間
幕
府
領
の
村
々
を
支
配
し
ま
し
た
。

代
官
の
石
原
家
は
下
笠
で
新
田
を
開
発
し
た
の
で
、
家

来
の
百
姓
（
家
中
組
）
も
多
く
住
ん
で
い
ま
し
た
。

二
十
八
、
希
望
の
道
碑

場
所
　
県
道
小
倉
・
烏
江
・
大
垣
線
と
希
望

の
道
の
接
点
（
東
部
中
学
校
西
）

建
立
　
平
成
四
年

養
老
町
の
第
三
次
総
合
計
画
に
よ
り
、
人
に
や
さ
し
い

道
づ
く
り
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
年
中
花
が
咲
く
よ
う

に
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀

を
担
う
生
徒
が

通
う
道
と
し
て

「
希
望
の
道
」
と

命
名
さ
れ
、
清

水
敏
郎
町
長
の

直
筆
で
石
に
彫

り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
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二
十
九
、
東
部
中
学
校
校
歌
碑
・
校
訓
碑

場
所
　
東
部
中
学
校
玄
関
前

建
立
　
昭
和
五
十
九
年
四
月

東
部
中
学
校
は
昭
和
五
十
五
年
四
月
に
笠
郷
小
学

校
、
広
幡
小
学
校
、
上
多
度
小
学
校
そ
し
て
池
辺
小
学
校

の
通
学
区
域
を
校
区
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

校
歌
は
昭
和
五
十
八
年
二
月
に
詞
を
野
田
満
先
生
に
、

曲
を
西
村
昭
平
先
生
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
自
主
、
協
力
、
鍛
錬
」
の
校
訓
碑
は
創
立
十
周
年

記
念
と
し
て
、
P
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
建
立
し
ま
し
た
。

三
十
、
市
場
千
軒
の
霊
碑

場
所
　
懐
の
集
落
を
西
へ
出
た
畑
の
中

建
立
　
昭
和
二
十
七
年

今
か
ら
八
百
年
位
前
に
大
跡
新
田
か
ら
下
笠
の
懐
に

か
け
て
、
市
場
千
軒
と
い
う
大
き
な
集
落
が
あ
り
市
場
も

繁
栄
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

養
老
か
ら

今
尾
を
結
ぶ

津
島
街
道
に

沿
っ
て
い
て
栄

え
た
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
信

長
の
兵
火
で

灰
に
な
っ
た

と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
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三
十
一
、
伊
藤
重
松
翁
像

場
所
　
県
道
小
倉
・
烏
江
・
大
垣
線

西
側
三
ツ
屋
地
内

建
立
　
昭
和
三
十
七
年

明
治
三
十
年
に
下
笠
の
三
ツ
屋
で
生
ま
れ
た
伊
藤
重

松
は
、
お
米
の
増
産
に
大
変
な
苦
労
を
重
ね
ま
し
た
。

特
に
、
戦
前
戦
後
の
お
米
の
少
な
い
時
に
、
硫
安
を
使
っ

た
栽
培
法
を
考

え
て
県
内
外
の

人
々
に
教
え
ま

し
た
。
教
え
を

受
け
た
人
た
ち

が
生
家
の
庭
に

建
て
ま
し
た
。

三
十
二
、
道
祖
神
・
馬
頭
観
音
像

場
所
　
下
笠
三
ツ
屋
地
内

建
立
　
時
代
不
詳

三
ツ
屋
入
り
口
に
あ
る
大
神
宮
常
夜
灯
の
す
ぐ
隣
に
、

高
さ
三
十
セ
ン
チ
程
の
小
さ
な
双
体
の
道
祖
神
が
た
て
か

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
北
隣
に
は
、
三

面
の
馬
頭
観
音
が

ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ば
ら
ば
ら
に
あ

っ
た
も
の
を
、
土
地

改
良
の
後
に
こ
こ

に
集
め
ら
れ
た
も

の
で
、
地
蔵
盆
に
あ

わ
せ
て
小
祭
り
が

行
わ
れ
ま
す
。
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Ⅱ
．
笠
郷
地
区
外
で
地
域
に
関
係
す
る
い
し
ぶ
み

一
、
五
三
落
江
閘
門
の
銘
板

場
所
　
池
辺
校
区
小
坪
の
津
屋
川
閘
門

建
立
　
明
治
四
十
三
年

寛
支
十
一
年
（
一
六
七
一
）
、
下
笠
輪
中
に
た
ま
る
悪

水
を
落
と
す
た
め
に
細
池
か
ら

小
坪
ま
で
四
千
七
百
メ
ー
ト

ル
の
落
江
を
掘
る
大
工
事
が

あ
り
ま
し
た
。
昔
は
下
笠
輪
中

悪
水
落
江
と
言
い
ま
し
た
が
、

今
は
豆
三
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
笠
郷
の
五
か
村
と
池
辺
の
三

か
村
で
組
合
を
作
っ
て
管
理
し

た
名
ご
り
で
す
。

※
笠
郷
の
五
か
村
と
は
、
船
附
・
上
之
郷
・
栗
笠
・
下
笠
・
大
野
で
あ

り
、
池
辺
の
三
か
村
と
は
、
瑞
穂
・
根
古
地
・
大
場
で
す
。

二
、
高
橋
千
里
顕
彰
碑

場
所
　
養
老
公
園
内
の
養
老
寺
境
内

建
立
　
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
栗
笠
に
高
橋
弥
四
郎
（
千
里
）

が
、
自
分
の
家
で
寺
子
屋
を
開
き
ま
し
た
。

習
字
、
読
書
、
珠
算
等
を
教
え
た
ほ
か
、
代
官
の
手
代

（
役
人
）
を
勤
め
た
程
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
遠
く
伊
勢
や

尾
張
か
ら
も
習
い
に
集
ま
り
、
多
く
の
門
人
を
育
て
ま
し

た
。
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三
、
旭
松
庵
静
和
坊
句
碑

場
所
　
養
老
公
園
　
養
老
寺
境
内

建
立
　
明
治
十
二
年
六
月

旭
松
庵
静
和
坊
は
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
人
）
下
笠
懐

の
田
中
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
泰
造
重
政
を
名
乗
り
長
右

衛
門
を
襲
名
し
ま
し
た
。
俳
句
の
研
究
を
積
み
、
有
名
な

俳
人
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
八
十
二
歳
で
没
し

ま
し
た
。

句
碑
に
は

「
萍
　
や
　
と
ど
ま
る

處
に
　
花
の
咲
く
」

と
あ
り
ま
す
。

こ
の
田
中
家
も
徳
川

時
代
苗
字
帯
刀
を
許
さ

れ
庄
屋
・
年
寄
り
を
つ
と

め
ま
し
た
。

四
、
渋
谷
代
衛
翁
紀
功
碑

場
所
　
養
老
公
園
唐
谷
橋
の
奥

建
立
　
明
治
三
十
六
年

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
大
野
の
庄
屋
に
生
ま
れ
た
渋

谷
代
衛
は
郷
土
に
つ
く
し
た
人
で
し
た
。
学
校
を
作
っ
た

り
、
堤
防
を
修
理
し
た
り
、
養
老
公
園
を
整
備
し
た
り
し

ま
し
た
。

明
治
二
十
九
年

七
十
三
歳
で
な

く

な

り

ま

し

た

が
、
公
益
に
尽
く

し
た
代
衛
を
偲

び
業
績
を
た
た

え
る
立
派
な
紀

功
碑
が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
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Ⅲ．ふるさとの神社・仏閣のいしぶみ
秋葉神社 大神宮（参宮常夜灯）

番号 所 在 地 名 称

1 船 附 八 幡 神 社

2 高稱 山生 蓮 寺

3 紫 雲 山法 覚 寺

4 法 龍 山 尊 光 寺

5 栗 笠 市 神 神 社

6 須 賀 神 社

7 福 地 神 社

8 醍 醐 山 専 了 寺

9 東 郡 山興 専 寺

10 上 之郷 隼 人 神 社

11 大 悲 山願 専 寺

12 下 笠 早 戸 神 社

13 素 戔 鳴 神 社

14 八 剣 神 社

15 八 幡 神 社

16 宝 珠 山 浄 誓 寺

17 弘 誓 山 浄 雲 寺

18 薬 師 堂

19 大 野 八 幡 神 社

20 満 促 山 覺 林 寺

番号 所 在 地

1 船 附 鼠 ヶ 森

2 中 屋 敷

3 港

4 紺 屋 敷

5 寺 屋 敷

6 六 羽 野

7 元 屋 敷

8 栗 笠 西 町

9 東 町

10 下 笠 三ツ 屋

11 懐

12 構

13 西 江 下

14 東 江 下

15 中 村

16 中 島

17 和 田

18 野 崎

19 大 野 上 大 野

番号 所 在 地

1 船 附 中 屋 敷

2 栗 笠 西 町

3 東 町

4 上 之郷 上 之 郷

5 下 笠 三ツ 屋

6 懐

7 構

8 西 江 下

9 東 江 下

10 中 村

11 中 島

12 和 田

13 野 崎

14 除 内

15 大 野 上 大 野
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Ⅲ
．
神
社
・
仏
閣
に
関
係
す
る
い
し
ぶ
み

一

、

八

幡

神

社

場
所
　
船
附
地
内
牧
田
川
堤
防
下

創
建
　
寛
支
五
年
（
一
六
六
五
）

祭
神
は
応
神
天
皇
、
比
咩
神
、
神
功
皇
后
。
安
田
孫
三

郎
と
い
う
人
が
伊
勢
神
宮
へ
行
っ
て
八
幡
大
神
を
勧
請
し
、

船
問
屋
の
安
田
弥
兵
衛
の
所
有
地
に
創
建
し
ま
し
た
。

お
祭
り
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
「
で
ん
が
ら
か
し
」
等
の
祭

踊
り
は
、
養
老
町
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
、
高
稱
山
生
蓮
寺

場
所
　
船
附
寺
屋
敷
地
内

創
建
　
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
創
建
の
笠
郷
で
一
番
後
に
出

来
た
浄
土
宗
の
尼
寺
で
し
た
。

お
堂
に
は
「
芭
蕉

翁
」
と
記
さ
れ
た
立

派
な
位
牌
が
祀
ら

れ
、
庭
に
は
芭
蕉
の

句
碑
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
近
く
に
谷

家
の
主
人
を
中
心
に

生
蓮
寺
で
俳
句
の
研

究
が
さ
か
ん
で
あ
っ

た
事
が
わ
か
り
ま

す
。
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三
、
紫
雲
山
法
覚
寺

場
所
　
船
附
港
地
内

創
建
　
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

安
田
織
部
と
い
う
元
北
面
の

武
士
が
、
證
如
上
人
に

帰
依
※
得
度
し
て
慶
了
と
号

し
て
米
野
に
安
田
法
覚
寺

を
創
立
し
ま
し
た
。

永
禄
元
年
（
一
五
五
人
）

現
在
に
移
転
し
、
慶
長
十
一

年
（
一
六
〇
六
）
東
本
願
寺

に
属
し
ま
し
た
。
本
尊
は

阿
弥
陀
如
来
で
す
。
濃
尾
大
震
災
で
本
堂
が
倒
壊
、
そ
の

後
建
立
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

※
得
度
と
は
出
家
す
る
こ
と
。

四
、
法
龍
山
尊
光
寺

場
所
　
船
附
鼠
ガ
森
地
内

創
建
　
長
録
二
年
（
一
四
五
八
）

濃
尾
地
震
で
倒
壊
後
再
建
さ
れ
、
更
に
牧
田
川
改
修
に

よ
り
昭
和
八
年
に
現
在
地
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
、
多
良
村
の
高
木
修
理
よ
り

寄
付
を
さ
れ
た
蓮
如
上
人
自
作
の
阿
弥
陀
仏
と
自
尊
像

各
一
体
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
真
宗
大
谷
派
。
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五
、
市
神
神
社

場
所
　
栗
笠
東
堤
防
下

創
建
　
年
代
不
詳

祭
神
は
大
市
姫
神
で
す
。
栗
笠
村
が
濃
州
三
湊
の
一
つ

と
し
て
栄
え
、
ま
た
六
斎
市
と
い
っ
て
毎
月
六
回
市
場
が
開

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
（
江
戸
時
代
中
期
）
の
市
場
の
守
護
神
と
し
て
勧

請
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
も
「
提
灯
ち
ぎ
り
」
と
い
う
神
事

が
行
わ
れ
ま
す
。

六

、

須

賀

神

社

場
所
　
栗
笠
西
金
草
川
堤
防
下

創
建
　
年
代
不
詳

栗
笠
東
の
市
神
神
社
に
対
し
て
西
端
に
あ
る
小
さ
な
神

社
で
す
。

祭
神
は
素
盞
嗚
命
と
い
う
村
内
の
安
全
や
疫
病
が
は

や
ら
な
い
よ
う
に
守
っ
て
下
さ
る
神
様
で
、
別
名
を
牛
頭
天

王
と
も
言
い
ま
す
。
市
神
神
社
と
セ
ッ
ト
に
し
た
「
提
灯
ち

ぎ
り
」
が
七
月
十
六
日
の
夕
方
に
行
わ
れ
ま
す
。
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七

、

福

地

神

社

場
所
　
栗
笠
地
内
金
草
川
堤
防
下

創
建
　
年
代
不
詳

大
昔
、
富
土
と
言
わ
れ
た
栗
笠
村
は
や
が
て
「
ふ
く
ち
」

と
な
り
社
名
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

祭
神
は
大
物
主
神
（
大
国
主
命
）
創
建
年
代
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
洪
水
で
記
録
が

流
失
し
、
更
に
火
災
に
も
あ
っ
て
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

祭
踊
り
、
祭
堤
灯
は
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

八
、
醍
醐
山
専
了
寺

場
所
　
栗
笠
地
内

創
建
　
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）

も
と
は
天
台
宗
で
今
の
養
老
町
勢
至
の
「
勢
至
千
軒
寺

三
ヶ
寺
」
と
い
わ
れ
た
寺
の
一
つ
で
し
た
。

文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
に
真
宗
に
改
宗
し
、
後
に
栗

笠
へ
移
っ
て
き
ま
し
た
。
宗
派
は
真
宗
大
谷
派
で
、
本
尊
は

阿
弥
陀
如
来
で
す
。
中
世
未
に
栄
え
た
勢
至
の
※
鉄
座
に

関
係
す
る
資
料
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
鉄
座
と
は
、
江
戸
幕
府
の
鉄
の
専
売
機
関
。
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九
、
東
郡
山
興
専
寺

場
所
　
栗
笠
地
内

創
建
　
年
代
不
詳

他
の
寺
と
同
様
に
も
と
天
台
宗
で
し
た
が
、
火
災
の
た
め

に
記
録
が
な
く
て
詳
し
く
ほ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
西
了
と
い
う
僧
が
本
願
寺

第
八
世
蓮
如
上
人
に
※
帰
依
し
て
、
大
永
三
年
（
一
五
二

三
）
三
月
に
真
宗
に
改
宗
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
帰
依
と
は
、
神
仏
や
高
僧
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
者
を
信
じ
そ
れ
に
よ
り

す
が
る
こ
と
。

十
、
隼
人
神
社

場
所
　
県
道
小
倉
・
烏
江
・
大
垣
線
東

上
之
郷
地
内

創
建
　
年
代
不
詳

祭
神
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
火
蘭
降
命
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。創

建
は
不
詳
で
す
が
、
寛
支
七
年
（
一
六
六
七
）
に
領

主
、
高
須
藩
小
笠
原
土
佐
守
が
武
運
長
久
の
為
に
再
興

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に

拝
殿
を
再
建
し
た
と
い
う
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
社
標
後
方
は
隼
人
神
社
の
常
夜
燈
で
す
。
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十
一
、
大
悲
山
願
専
寺

場
所
　
上
之
郷
地
内

創
建
　
大
同
三
年
（
八
〇
人
）

寺
の
記
録
に
開
基
は
大
同
三
年
（
八
〇
人
）
と
こ
の
地
方

で
は
最
も
古
い
が
、
途
中
二
回
程
中
絶
し
て
い
ま
す
。

文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
天
台
宗
で
再
建
さ
れ
ま
し
た

が
、
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
願
専
寺
と
し
て
真
宗
に
改
め

ま
し
た
。
赤
松
則
村
（
室
町
時
代
の
大
名
）
の
位
牌
が
あ
り

ま
す
。

十

二

、

早

戸

神

社

場
所
　
下
笠
西
江
下
地
内

創
立
　
年
代
不
詳

祭
神
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
手
力
雄
命
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
に
置
か
れ
た
下
笠
代
官
所
の

代
官
石
原
清
左
衛
門

の
崇
敬
が
あ
つ
か
っ
た

の
で
立
派
に
な
り
ま
し

た
。
祭
礼
に
は
各
部
落

か
ら
練
り
込
む
「
打
ち

は
や
し
」
は
町
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

後
方
は
下
笠
輪
中
堤

の
な
ご
り
で
す
。
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十
三
、
素
戔
嗚
神
社

場
所
　
下
笠
東
江
下
地
内

創
建
　
年
代
不
詳

祭
神
は
素
盞
嗚
命
で
す
。
神
仏
※
習
合
で
牛
頭
天
土
と

も
い
わ
れ
、
厄
私
の
神
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
八

月
に
は
牛
頭
天
王
と
書
い
た
行
灯
を
掲
げ
て
お
祭
り
を

し
、
後
に
奪
い
合
う
「
行
灯
ち
ぎ
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

※
習
合
と
は
、
種
々
の
教
を
あ
わ
せ
る
こ
と
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
の
仏
教

の
守
護
神
牛
頭
天
王
と
日
本
の
神
様
素
盞
鳴
命
と
は
同
じ
お
方
で

あ
る
。

十

四

、

八

剣

神

社

場
所
　
構
地
内
北

創
建
　
年
代
不
詳

祭
神
は
日
本
武
尊
で
熱
田
神
宮
境
内
に
ま
つ
ら
れ
て
い

る
八
剣
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
造
営
の
棟
札
や
、
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
と
記
し
た
石
灯
篭
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
二
十
九
年
の
大
洪
水
で
神
殿
が
流
失
し
た
の
で
、

同
三
十
一
年
に
再
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
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十
五
、
八
幡
神
社

場
所
　
下
笠
三
ツ
屋
地
内
輪
中
堤
下

創
建
　
年
代
不
詳

祭
神
は
応
神
天
皇
、
比
咩
神
、
神
功
皇
后
で
す
。
創

建
年
代
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
敷
地
内
に
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
と
刻
ま
れ
た
石
灯
篭
が
あ
り
ま
す
。

一
月
十
五
日
に

は
大
釜
で
小
豆
粥

を
炊
い
て
、
竹
の

管
へ
入
っ
た
お
粥

の
量
で
豊
凶
を
占

う
「
粥
占
」
神
事

が
古
式
を
守
っ
て

行
わ
れ
ま
す
。

十
六
、
宝
珠
山
浄
誓
寺

場
所
　
下
笠
和
田
地
内

創
建
　
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）

も
と
は
天
台
宗
で
し
た
が
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）

真
宗
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で

す
。天

台
宗
観
音
寺
の
頃
は
構
・
懐
の
西
に
あ
り
ま
し
た

が
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
現
在
地
へ
移
り
ま

し
た
。
本
堂
の
狭
間
の
彫
刻
は
高
田
の
彫
刻
師
早
瀬
忠

兵
衛
の
作
で
町
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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十
七
、
弘
誓
山
浄
雲
寺

場
所
　
下
笠
中
島
地
内

創
建
　
建
歴
二
年
（
一
二
一
二
）

建
歴
二
年
（
一
二
一
二
年
）
宗
祖
で
あ
る
親
鸞
上

人
の
法
子
慶
雲
を
開
基
と
し
て
、
市
場
（
懐
の
西
）
に

創
建
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。
後
に
（
信

長
の
頃
）
な
っ

て
現
在
の
所
に

移
転
さ
れ
た
も

の
で
、
現
在
の

住
職
は
二
十
五

世
に
あ
た
り
ま

す
。
本
尊
は
阿

弥
陀
如
来
で
す
。

十

八

、

薬

師

寺

場
所
　
下
笠
湯
口
地
内

創
建
　
年
代
不
詳

昔
、
豪
族
田
中
嘉
平
衛
が
下
笠
地
内
に
住
ん
で
い
た

頃
に
創
建
さ
れ
た
と
の
説
が
あ
り
ま
す
。

本
尊
の
薬
師
如
来

は
、
あ
る
年
の
大
洪

水
で
知
多
半
島
の
常

滑
ま
で
流
さ
れ
て
、

そ
こ
で
浜
薬
師
と
し

て
ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
下
笠
へ

返
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
、
身
代
わ
り

の
仏
様
が
お
帰
り
に

な
り
ま
し
た
。
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十
九
、
八
幡
神
社

場
所
　
大
野
地
内
上
大
野
牧
田
川
堤
防
上

創
建
　
年
代
不
詳

祭
神
は
応
神
天
皇
、
比
咩
神
、
神
功
皇
后
で
、
数
百

年
と
い
う
老
樹
が

あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

昔
は
堤
防
の
決

壊
が
よ
く
あ
っ
た

の
で
高
い
位
置
に

洪

水

の

水

神

さ

ん
、
東
側
に
は
お

百
姓
の
神
様
で
あ

る
御
鍬
神
社
が
お

ま

つ

り

し

て

あ

り

ま
す
。

二
十
、
満
促
山
覺
林
寺

場
所
　
大
野
地
内
下
大
野

創
建
　
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）

創
建
以
来
、
今
ま
で
住
職
が
十
四
代
続
い
て
い
ま
す
。

享
保
六
年
（
一
七
二

一
）
に
は
本
堂
が
再
建

さ
れ
、
宝
暦
十
二
年

（
一
七
六
二
）
鐘
楼
が

建
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
の
伊

勢
湾
台
風
の
後
牧
田
川

の
堤
防
改
修
に
あ
た

り
、
堤
の
東
側
に
あ
っ

た
も
の
が
、
や
や
北
よ

り
の
堤
防
西
側
に
移
転

し
て
い
ま
す
。
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二
十
一
、
秋
葉
神
社

場
所
　
笠
郷
地
内
各
地

船
附
村
で
は
そ
の
昔
、
火
事
が
多
く
発
生
し
た
の
で
、

火
の
守
り
神
で
あ
る
火
之
迦
具
土
神
を
静
岡
県
の
秋
葉

神
社
か
ら
御
分
身
と
し
て
勧
請
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

船
附
に
は
玉

垣
の
あ
る
立
派

な

も

の

の

他

に
、
全
部
で
七

ヶ
所
に
ま
つ
ら

れ
、
笠
郷
地
内

に
は
十
九
社
あ

り
ま
す
。
創
建

不
詳
で
す
が
祭

礼
は
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

二
十
二
、
大
神
宮
（
参
宮
常
夜
灯
）

場
所
　
笠
郷
地
内
各
地

一
般
に
大
神
宮
と
呼
ば
れ
て
い
る
常
夜
灯
で
、
伊
勢

神
宮
へ
の
献
灯
で
も
あ
り
信
仰
の
深
さ
が
伺
わ
れ
ま

す
。
伊
勢
内
宮
御

分
身
船
附
の
常
夜

灯
は
玉
垣
で
囲
ま

れ
た
立
派
な
も
の

で
、
基
礎
部
分
に

は
支
那
事
変
に
出

征
し
た
兵
士
の
武

運
長
久
を
祈
っ
て

名
前
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
笠
郷
地

内
に
は
十
五
基
あ

り
ま
す
。

―32―



ふるさとの地名の変遷

西 暦 年 号 で き ご と 地 名 の う つ り 変 わ り

1億年位昔 海の底であった

1千万年位昔 平野を形作る

7 0 2 大宝 2 美濃国多伎郡 と初めて書かれている

（タギノゴホリ）

8 5 5 斉衡 2

多藝郡を多藝郡と石津郡に分ける

9 3 6 天慶 1 和名類聚抄に多藝郡富上 と書かれてい

るが、これは富土の間違いで後に福地

となる

元亀年間 下笠に市場千軒繁盛

戦火で消滅する

1 4 6 5 寛正 6

濃州三湊ができ、九

里半街道が栄える

船付と言う地名が書かれている

1 5 6 2 天正 1 0

下笠輪中ができる

太閤検地に大野 ・下笠の地名がある

1 6 1 5 元和 l 下笠代官所ができる

1 6 7 1 寛文 1 1 下笠輪中悪水落江工

事を開始

宝暦治水工事完成

1 8 7 1 明治 4

デ ・レーケの三川分

流工事始まる

美濃国が岐阜県となる （多藝郡）

1 8 8 4 明治 1 7 下笠と、船附・横曽根 ・烏江 ・栗笠・大

野が連合で船附に役場を置く

1 8 6 9 明治2 2

濃尾大震災

船附村と大野村が合併して船着村となる

1 8 9 7 明治3 0 養老郡と変わる

合併 して笠郷村 をつくる

1 9 5 4 昭和2 9

耕地整理 ・干拓工事

合併 して養老町となる

1 9 9 4 平成 6 町制40 周年記念
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あ

と

が

き

養
老
町
ウ
エ
ル
カ
ム
2
1
活
動

笠
郷
地
区
推
進
協
議
会
会
長

伊

藤

泰

秋

こ
の
度
、
「
笠
郷
の
い
し
ぶ
み
」
を
ウ
ェ
ル
カ
ム
二
十

一
活
動
の
記
念
誌
と
し
て
、
全
戸
に
配
布
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
執
筆
・
編
集
に
ご
盡
力
い
た
だ
い
た
水

野
建
（
前
）
安
田
弘
（
現
）
校
長
先
生
、
ご
協
力
賜

っ
た
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
誌
は
、
い
し
ぶ
み
（
碑
）
に
つ
い
て
、
分
り
易
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
制
四
十
周
年
に
配
布
し
た

「
ふ
る
さ
と
笠
郷
」
と
「
い
し
ぶ
み
」
は
、
笠
郷
に
住
む

者
に
と
っ
て
郷
土
を
知
る
大
切
な
本
で
あ
り
こ
の
二
冊

の
本
に
よ
っ
て
笠
郷
の
歴
史
が
後
世
に
残
る
こ
と
は
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
大
人
も
子
供
さ
ん
も
是
非
お

読
み
い
た
だ
き
、
今
一
度
ふ
る
さ
と
を
見
直
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
心
豊
か
に
住
み
よ
い
地
域

が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
笠
郷
の
い
し
ぶ
み

○

監

修田
中
育
次

（
養
老
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）

○
参
考
文
献

養
老
郡
史
、
養
老
町
史
、

ふ
る
さ
と
笠
郷
、
の
び
ゆ
く
養
老
町
、

機
関
誌
「
養
老
町
の
文
化
財
」

○

発

行
・
ウ
ェ
ル
カ
ム
2
1
地
域
活
動
推
進
協
議
会

・
養
老
町
立
笠
郷
小
学
校
・
P
T
A

○
お
わ
び
と
お
礼

こ
の
冊
子
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
水
野
建
（
前
）

校
長
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
資
料
等
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
、
略
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
刊
行
　
　
平
成
十
年
二
月
吉
日

○
印
刷
　
　
有
限
会
社
　
ダ
イ
ヤ
印
刷

T
E
L
（
○
五
八
四
）
七
一
ー
一
一
九
二
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養
老
町
民
憲
章

わ
た
し
た
ち
の
町
、
養
老
町
は
、
緑
の
山
、
清
ら

か
な
水
に
恵
ま
れ
た
歴
史
の
町
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
、
こ
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
は
、
先

人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
上
ぼ
っ
て
伸
び
つ
づ
け
て
き

ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、
愛
の
輪
を
さ
ら
に
ひ
ろ
げ
、
力

を
あ
わ
せ
て
未
来
に
つ
づ
く
明
る
い
町
を
つ
く
り

ま
す
。

一
、
お
は
よ
う
　
こ
ん
に
ち
は
　
と
元
気
な

声
が
わ
く
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
　
美
し
い
自
然
の
中
で
　
力
い
っ
ぱ
い
働

け
る
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

、

お

と

し

よ

り

が

　

豊

か

に

く

ら

せ

る

町

に
し
ま
し
ょ
う
。

笠
郷
小
学
校
校
歌

服
部
芳
樹
　
作
詞

小
木
曽
薫
　
作
曲

朝
日
を
あ
び
て

ぼ
く
ら
は
う
た
う

あ
か
る
く
肩
を
く
み
あ
っ
て

笠
郷
笠
郷
笠
郷
の
な
か
ま

さ
あ
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う

ぼ
く
ら
の
ゆ
く
て
は

風
か
け
め
ぐ
る

こ
の
青
空
の
ひ
ろ
が
り
だ

夕
日
を
う
け
て

わ
た
し
た
ち
ほ
う
た
う

や
さ
し
く
手
と
手
を
と
り
あ
っ
て

笠
郷
笠
郷
笠
郷
の
な
か
ま

さ
あ
い
っ
し
ょ
に
行
こ
う

わ
た
し
た
ち
の
ゆ
く
て
は

花
ぞ
の
の
み
ち

も
え
た
つ
夢
が
咲
き
き
そ
う

わ
れ
ら
笠
郷
小
学
校

わ
れ
ら
の
び
ゆ
く
ど
こ
ま
で
も

ど
こ
ま
て
も
ど
こ
ま
て
も

た
く
ま
し
く
た
く
ま
し
く

た
く
ま
し
く
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